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平成29年９月１日から８日まで８日間の日程で，東京有明医療大学第４回モンゴル海外研修が実施された．久米先生・
片岡先生・小柳先生の引率のもと，大学院生１名と柔道整復学科１～４年生の学生９名，計10名が参加した．中には第
３回の研修に参加した者が３名いた．４日目からは本間学長と中澤先生がモンゴル入りした．第３回のモンゴル海外研
修では久米ゼミと櫻井ゼミの参加が多かったが，今回は柔道部に所属する者が多かった．私自身も２回目の参加だった
が，２年前は初めての海外で先輩方が多い中，緊張と不安で毎日ついていくのが精一杯だった．しかし，今回はモンゴ
ル出発前から先生方や先輩・後輩達と共に行動するのが楽しみだった．一度経験した者として後輩たちの見本となるよ
うにとの気構えがあった.
【１日目】
12時に成田空港第１ターミナル南ウイングＨカウンター前に集合し，櫻井理事長先生と橋本学科長から熱いお言葉で
見送っていただいた（図１）．MIATモンゴル航空は14時20分，定刻通り成田空港を離陸した．初めてモンゴルに行く学
生がいたため，機内で前回経験したモンゴルについてアドバイスを行った．モンゴル国の首都ウランバートルのチンギ
ス　ハーン国際空港には日本時間の20時に到着した．卒業生でモンゴルの大学院に留学中の錦戸先輩と再会し，バスで
宿泊先のアマルバヤスガラントホテルに到着した（図２）．
【２日目】
２日目は朝９時に朝食をとり，９時30分にバスでモンゴル国立医療科学大学　モンゴル伝統医療国際学校　伝統医療セ
ラピスト学科２年生の学生達と一緒に地方研修に向かった．モンゴル伝統医療国際学校のムンフズル先生は日本語も堪
能で，日本で柔道整復師の資格を取り大阪で５年間研修した方で，私達の研修中，大変お世話になった．バスの中では，
なかなか打ち解けられない我々を見て，先生の一声から自己紹介を行い，歌やトランプなどで交流を深めた．
バスは走ることおよそ２時間で，13世紀村へと到着した．天気は雨模様だったが，壮大な草原の広がる素晴らしい景
色で空気がとても澄んでいた．このキャンプ村は13世紀のモンゴル帝国時代の生活を再現したもので，各々が伝統的な
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図１　成田空港での出発時集合写真 図２　宿泊したアマルバヤスガラントホテル
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民族衣装を体験することができた．昼食でモンゴルの伝統
料理を食べた後，雨の中，海外研修名物の野球大会が始まっ
た．大自然で大きな声を出し，体を動かすことは大変気持
ちよく，前回同様大盛況だった．モンゴルの学生達は野球
のルールを知らない者が多く，この国ではマイナーなスポー
ツだということがわかった．日本の学生達がルールを身振り
手振り教えながら楽しい時間を過ごした（図３）．結果は引
き分けで，その後，シャーマニズムの村に移動し，シャー
マンについて学んだ．
ホテルに戻った後，レストランで夕食をとりながら，楽
しかった地方研修について語り合った．モンゴルの学生達
と楽しく交流できた貴重な１日となった． 
【３日目】
マイナス１時間の時差にも慣れ，この日は蒸し暑いぐずついた天気だった．ムンフズル教員のJUDO THERAPY接骨
院で，モンゴルの学生達と共に臨床実習を行った．１年生にとっては初めての臨床現場での実習となり，久米先生が行
う施術，患者様とのコミュニケーション，柔道整復術の技術力を目の当たりにした．来院した患者様は４時間で10名に
もなった．外傷を放置していたために悪化した患者様，長年，モンゴルの病院に通うも痛みで苦しむ患者様，日本では
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図３　日本・モンゴル共同チームによる草野球試合
図４　JUDO THERAPY接骨院の施術室
図５　モンゴル相撲選手の施術
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経験することができない，教科書でしか見たことがないような疾患の患者様ばかりで，学生達は興味深くメモをとりな
がら学習していた（図４．５）．久米先生は患者様にだけでなく，我々学生の知識について質問しながらわかりやすく病
態を説明してくださった．久米先生が施す柔道整復術で，全ての患者様が笑顔で「バイラルラ：有難う」と言って帰ら
れるのを見て，柔道整復術の素晴らしさを再認識した．私は，久米先生のような技術をもっと学び，将来患者様のため
に役立てる医療者になりたいと思った．
【４日目】
この日は朝から病院実習だった．午前中はモンゴル国立医療科学大学附属伝統医療病院の施設を見学した後に臨床実
習を行った．ここでは，腰痛に苦しむ患者様が多く来院した．腰痛には必ず背景があり，患者様が訴える疼痛部位のみ
を診てはいけないことを学んだ．中でもモンゴル相撲で大腿骨頸部骨折となり，その後大腿骨頭壊死症で股関節の人工
骨頭置換術をモンゴルの病院で受けた患者様は強く印象に残った．臼蓋部の形成を行わずに骨頭置換を行った患者様で
脚長差が７cm以上もあり，長年にわたる腰痛を訴え来院したが，久米先生の施術後に腰痛がなくなったと大喜びし，今
までの経過のＸ線写真をわざわざ自宅から持って再来院してくれた．どのように骨頭が壊死していったのか，Ｘ線写真
から経時的に学ぶことができた．
午後は，国立外傷・整形外科病院と私立の外傷病院を見学した（図６）．ここでは，久米先生の教え子で，整形外科医
のバトトルガ先生にお世話になった．国立外傷・整形外科病院では，教科書でみるより重症な骨折の患者様についてＸ
線写真を拝見しながら，久米先生にコメントして頂いた．中でも股関節の中心性脱臼で手術を待つ患者様のＸ線写真は，
教科書よりも明確なもので，先輩達もこのような分かりやすい写真には二度とお目にかかれないと感動していた．私立
の外傷病院では，翌日にアキレス腱断裂の手術を控える患者様の病室で，担当の先生から日本ではどのような手術や保
存療法が行われているか，久米先生が質問を受けておられたが，その回答には我々学生も興味津々であった． 
【５日目】
この日はウランバートル市の中心にあるモンゴル国立医療科学大学で第２回の国際ジョイント　シンポジウムが開催さ
れた（図７）．午前中の特別講演では,本間学長が「東北復興際2017」の経験を活かして呼吸筋を鍛えるためのラッタッタ
体操をモンゴルの学生や先生方に指導された．教育講演では久米先生が非特異的腰痛について実技を交えた講演をされ
たが，学生たちは食い入るように見ていた．一般発表では本学の学生とモンゴルの学生による研究の発表が行われた．
本学からは卒業後にモンゴルの大学院に進学した錦戸さん，大学院生の手島さん，４年生の高木さん，３年生の野島さ
ん，久米先生とムンフズル先生の共同研究教員発表があった（図８）．学生達は長時間にわたりながらも盛んにメモを
取っていた．どれも素晴らしい発表で，今後の卒業研究のためにも参考になった．最後に伝統医療セラピスト学科の学
生達と一緒に写真を撮り，両学の学生間の距離が縮んだことを感じた（図９）．
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図６　２年前（左）と今年（右）の国立外傷・整形外科病院の違い
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図７　シンポジウム会場前での集合写真
図９　両学の学生発表者（本間学長とツェレンダウガ学長と共に）
図８　久米先生とムンフズル先生による共同研究発表
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【６日目】
この日の午前中は厚生省会議ホールでモンゴルの医療関
係者に向けた公開講座が在モンゴル日本大使館の後援で開
催され，本間学長と久米先生が講演を行った．この公開講
座に参加した医師や看護師の方から，患者さんに指導した
いので資料とDVDがほしいとの問い合わせが殺到した．
午後はモンゴルの日本語学校「さくら学校」で小学生か
ら高校生までの生徒にラッタッタ体操を指導した（図10）．
さくら学校では朝，日本のラジオ体操を行うのが習慣だそ
うだが，今後はラジオ体操の代わりこの体操をやっていき
たいと副校長先生がおっしゃっていた．
【７日目】
モンゴル海外研修の最後はウランバートル市内の見学を
行った．まずモンゴル国立歴史博物館でモンゴルの伝統と
生活に触れ，次に重要文化財のガンダン寺を訪れ大きな仏
陀像を見学して摩尼車を回してお経を唱えた（図11）．
午後は買い物で，ノミンデパート，カシミヤショップ，
市場でお土産を買った．最後の晩餐は，モンゴルの学生も
加わり，夕食とカラオケを楽しんだ． 
【８日目】
朝５時半にホテルを出発して空港に向かった．久米先生と中澤先生はモンゴルでの授業があるため残られたが，その他の
教員ならびに学生ともに無事帰国することができ，成田空港では櫻井理事長先生と橋本学科長に出迎えて頂いた（図12）．
私は学生の間に参加できる最後のモンゴル海外研修となった．病院実習では，ただ見学するだけでなく，臨床実習を
２日間行っていただき，教科書でしかみたことがない疾患や大学では見ることができない柔道整復術の技術を学ぶこと
ができた．先輩や後輩，先生方と絆を深め参加
した学生達は素晴らしい体験ができたものと感
じた．
最後に，引率してくださった先生方，苦楽を
共にした仲間達，ご協力いただいたモンゴル国
立医療科学大学の先生方と伝統医療セラピスト
学科の学生達に感謝したい．学生時代にこのよ
うな体験ができたことを誇りに，参加していな
い同級生や後輩たちにも伝えていきたいと思う．
今後，自分自身がどのように大学生活を過ごす
かについて見直し，立派な柔道整復師になれる
よう努力していきたい．そして，またいつの日
かモンゴルの地に立ち，柔道整復師として必要
とされる医療者になりたい．
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図10　本学の学生が中心となり子供達にラッタッタ体操を指導
図11　ガンダン寺での集合写真
図12　成田空港での帰国時集合写真
